
試験研究成果普及情報  

［目的及び背景］ 

シクラメン栽培では栽培期間中の育成鉢、出荷鉢ともプラスチック素材が普及して久しい。不用になった
ポットは最終的には焼却処分されるが、環境保全が叫ばれるなかで焼却処分が問題となってきている。 

一方、かん水の省力化が必要であり、千葉県では底面給水方法の一つであるエブアンドフローによるかん
水が増加しつつある。しかし、培養土が一時的に過湿になるなどの課題もあり、品質の低下が懸念されて
いる。そこで、エブアンドフローと通気性のある生分解性プラスチック素材のポットを組み合わせてシク
ラメン栽培を試み、生育・品質等に及ぼす影響などを調べた。 

［成果内容］ 

１．葉数はエブアンドフロー＋生分解性プラスチックポットと、手かん水＋ポリポットで差がなかった。
最大葉長は手かん水＋ポリポット区で有意的に短くなった（表２）。 

２．鉢素材の違いによって鉢土温度が異なった。調査を行った５、８、１１月の最高、最低、平均鉢土温
ともポリポットが最も高かった。生分解性プラスチックポットの最高鉢土温は８月でも30℃を下回った。
この生分解性プラスチック素材は通気性を有し、鉢側面からの水分の蒸発があるため、気化熱により鉢土
温の上昇が抑制されたと考えた。なお、気温が低下してくる11月では、生分解性プラスチックポットの平
均鉢土温が16℃台となり加温設定温度（18℃）より若干低めになったが、生育への影響はなかった（表
３）。 

３．栽培終了時に埋め込んだ３号ポットの状態を観察したところ、生分解性プラス チック素材では、素
材が完全に分解せずにポット内に残っていたが、根が貫通して５号ポット内の培養土に充分伸長していた
（データ省略）。 

［留意事項］  

今回開発した生分解性プラスチックポットは底面給水での長期の栽培に充分に耐えうる分解速度である
が、液肥の影響により藻が鉢側面に付くため出荷時には化粧鉢で覆う必要がある。 

［普及対象地域］ 

 県下全域 

［行政上の措置］ 

部 門 花植木 対 象 普及 

課題名：生分解性ポットとエブ・アンド・フローを組み合わせたシクラメン栽培 

  

［要約］通気性のある生分解性プラスチック素材で成型したポットと、鉢土が過湿になりがちなエブ・ア
ンド・フローを組み合わせて用いることにより、かん水及び鉢替え作業が省力化でき、育成鉢の廃棄処分
を必要としないシクラメン栽培が可能となる。 

キーワード（専門区分）栽培 （研究対象）鉢物類－シクラメン 

（フリーキーワード） 生分解性ポット シクラメン エブ・アンド・フロー  

実施機関名 （主査） 千葉県農業試験場 花植木研究室             

（協力機関）  

（実施期間） １９９６～１９９９年度 



［普及状況］ 

［成果の概要］ 
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